
ｄ指標・目標値等の他市事例一覧（基本計画の議決義務のある市） 
自治体名 

計画期間 
掲載ページ 

施策指標 

目標の掲載
備考（ヒアリング内容） 

 

①三田市 

（兵庫県） 

 

平成 24 年度 
（2012 年度） 

～ 

平成 33 年度 
（2021 年度） 

 

 

基本計画 

（Ｐ20） 

 

指標一覧 

（Ｐ24～30） 

 

○ 

 

(１) 部門別計画等の中途での名称変更など、軽微

な変更については、変更は現実的ではないと

考えている。変更しない予定 

 

(２) 他の分野別計画との指標の整合についての

議論はなかった 

 

【人口 114,781 人（平成 24 年 10 月 1 日現在）】

 

 

②木津川市 

（京都府） 

 

平成 21 年度 
（2009 年度）

～ 

平成 30 年度 
（2018 年度） 

 

 

基本計画 

（Ｐ21） 

 

× 

 

木津町、加茂町、山城町の合併の際の新基本計画に

基づき総合計画を策定しているということもあり、

指標の設定まで至っていない 

 

【人口 71,850 人（平成 24 年 10 月 1 日現在）】 

 

 

③野洲市 

（滋賀県） 

 

平成 24 年度 
（2012 年度） 

～ 

平成 32 年度 
（2020 年度） 

 

 

基本計画 

（Ｐ22） 

 

× 

 

(１) 平成 19 年度に総合計画を策定したものを、

途中で見直すこととなる（首長が変わる）社

会経済状況の急激な変化による見直し 

 

(２) 予定のしていなかった基本計画の改訂で、時

間的な制約がある中での見直し 

 

(３) 具体的なことはできるだけ、分野別計画、実

施計画にゆだねるということを方向付けた。

その中で、指標については特に議論はしなか

ったが、入れない内容となった 

 

【人口 50,864 人（平成 24 年 10 月 1 日現在）】 

 

 

④亀山市 

（三重県） 

 

平成 19 年度 
（2007 年度） 

～ 

平成 28 年度 
（2016 年度） 
 

 

基本計画 

（Ｐ23） 

 

指標一覧 

（Ｐ31～37） 

 

○ 

 

議決の必要な場合とは、基本計画の策定、変更(軽

微なものは除く)及び廃止をしようとするときとす

る（下線部分は、亀山市議会基本条例から抜粋） 

 

分野別計画との関連で、分野別計画の成果指標の

目標値が変わった場合でも、方向性が変わらなけれ

ば、変更する予定はない 

 そもそも、分野別計画に伴い変更ということにな

れば長期計画は成り立たない 

 

【人口 49,653 人（平成 24 年 10 月 1 日現在）】 
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基
本
計
画

各
論【
23
】 

地
域
経
済
の
活
性
化

◆現状と課題
● 職業能力向上が必要と考える市民は多くいますが、その機会や制度の利用は少ないのが現状です。情報提

供を充実させるとともに、利用しやすい制度を整備する必要があります。

● ハローワーク三田等、関係機関と連携して、求職者の就業の機会を増やすとともに、高齢者や障がい者、若

者の雇用の促進に向けた就労支援体制を充実する必要があります。

● 北摂三田第二テクノパークへの事業所誘致により、高度な生産機能、流通機能等の促進が期待されるとと

もに、誘致と連動した雇用創出の実現が求められます。

● 大規模店舗の出店等による商環境の変化により、既存の商店街等が衰退しており、その活性化が求められ

ています。

● 製造業は、経済環境が厳しく、景気の低迷が続いており、中小企業の競争力及び経営力の向上が求められ

ています。

● 地域経済を活性化させるためにも、経験やアイディア、技術などをいかした創業への支援が求められてい

ます。

・就業環境や就業機会が整備され、年齢や性別等に関係なくすべての市民がいきいきと働けるまちになってい

ます。

・商業では、消費者ニーズに対応した魅力ある店の集積により賑わいのあるまちが形成され、工業では、新技

術・新製品の開発等、時代の変化に対応したものづくりが盛んに行われています。

取 り 組 み 目 標

将来のあるべき姿

基本計画

各論【23】 地域経済の活性化各論 【23】

【憲章 第5項】 里の恵みを大切にし、未来につなぐ活力あるまちをつくります。

【将来のまちのイメージ】 活力とにぎわいのあるまち

だれもがいきいきと働く活力とにぎわいのあるまちをつくりましょう

地域経済の活性化

◆協働の取り組み

市 民 の
取り組み

事業者の
取り組み

市 の
取り組み

・ 高齢者や障がい者を含めた市民の就業の機会を提供するとともに、仕事と生活の両立支援を
推進し、働きやすい職場環境づくりに努めます。

・ 市場動向に対応した、商品販売及び製品の製造ができるよう経営基盤の強化を図ります。

（1）就業に関する情報の提供
・ 関係機関との連携を密にし、職業能力向上に係る補助制度の周知や労働環境・雇用に関す
る情報の提供を行います。

（2）就業機会の提供
・ 市民の市内企業への就業拡大を図るため、就職面接会の開催や求人情報の提供等、就業に
つながる場の提供に努めます。

・ ハローワーク三田をはじめ就業支援機関と連携しながら、雇用・生活相談機能を充実します。

（3）事業所誘致と雇用の拡大
・ 北摂三田第二テクノパーク及びニュー三田インダストリアルパークへの企業立地を推進します。

・ 企業誘致促進のための諸制度を推進・検討し、市内雇用の創出・拡大と地域経済の活性化
を図ります。

（4）商工業の振興
・ 中小企業の資金調達の円滑化や公共事業への参加促進により、市内事業者の経営の安定
化と育成・支援を図ります。

・ 商工会と連携を図り、空き店舗対策等の魅力ある商店街づくり、後継者の育成や市場動向
に対応した製品づくり等、市内商工業の成長や活性化を支援する取り組みを行います。

（5）創業支援
・ 商工会と連携し、創業に関する相談やセミナー、国・県の支援制度の案内等、市内商工業の
将来を担う企業の創業に向けた支援を行います。

・ 職業能力の向上や就業のための機会や制度を活用し、自らの希望や適性に応じた就業を目
指します。

・ 商品・サービスを市内で購入するよう心がけます。

◆主要事業
就業雇用促進事業、三田市商工会運営支援事業、商業
活性化推進事業、商業団体共同事業支援、中小企業
長期融資、創業支援事業

◆成果指標等

◆部門別計画

◎三田市企業立地促進条例 

◆主要な条例、規則等

（1）有効求人倍率

（2）市内民営事業所従業者数

（3）製造出荷額（4人以上の事業所）

0.31倍（H23）

37,356人（H21）

4,425億円（H22）

0.50倍

39,000人

増加

指標名 現　状 目標（H28）

H7 H12 H17 ［年度］
0 0

2.0

4.0

5.0

1.0

3.0

［％］

20,000

40,000

60,000

10,000

30,000

50,000

［人］

労働力人口 完全失業率

■（参考）労働力人口と完全失業率の推移

44,254

52,002

55,675

2.8

3.3

4.1

00007949
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第６章 まちづくりの基本施策 

 66 

施策１ 商工業の振興 

[施策の目標]  

■ 地域の商工業が発展し、雇用や所得が確保されるとともに、まちににぎ

わいと活力が生まれるまちをめざします。 

 

[基本認識] 

新規・既存を問わず、新しい時代や人々の暮らしを支える産業の立地・定着を図

ることは、地域経済の振興や雇用の確保の観点から大変重要です。野洲市は、京阪

神方面、中京方面双方との近接性など、恵まれた地理的条件から、産業立地の大き

な可能性を有しており、実際に、電子機器関連をはじめとする大規模な事業所など

が操業しています。 

また、市では企業が取り組む人材育成や経営改善などに対する支援も行っています。 

今後は、新規や既存、また規模の大小を問わず、工業などの事業所が市内で操業

しやすい環境を整備するとともに、地域社会との共生を進めるため、ルールの調整

や交流の促進を図る必要があります。 

商業については、大規模な商業施設の立地などが進み利便性が向上していますが、

一方では地域の生活を支える商店の必要性も再認識されています。商店街としての

まとまりをもたず、厳しい経営を迫られている地域の商店の活性化が必要であり、

商業と地域が一体となった地域商業の魅力づくりや、関係機関、行政等による経営

支援、人材育成等のほか、地産地消※や農・商・工連携、観光との連携など新たな視

点からの対策も必要です。 

 

[基本事業体系] 

① 企業の操業環境の整備と雇用の確保 

② 地域との連携の強化 商工業の振興 

③ 地域商業の活性化 

 

① 企業の操業環境の整備と雇用の確保 

事業者が操業しやすい環境を、市民の生活環境や自然環境に配慮しながら整備

するとともに、地域での雇用の拡大やものづくり技術の伝承を進めます。 

【想定される主な取り組み】 

・ 自然環境や生活環境へ配慮しながらも、企業のニーズ※等を踏まえた、優良企業

の立地促進や既存企業の事業拡大への支援 

・ 市民の利便性と環境に配慮した均衡ある土地利用による企業立地の支援や商工

業の振興 

・ 中小企業に対する、人材・技術面・資金面での側面的な支援 

・ 企業支援を通じた地域での雇用拡大 

など 

00007949
野洲市



基本目標３：地域を支える活力を生むまち 

 67 

【関連する基本事業】 

○基本目標３：施策４－① 職業教育の充実 

○基本目標４：施策２－① 水質の向上と水辺の再生 

② 緑の保全と創造 

④ 生活環境の保全 

          施策３－① 再生可能エネルギーの普及促進 

          施策４－④ 廃棄物の適正処理の推進 

○基本目標５：施策１－② 地域特性に応じた機能分担と拠点形成の推進 

 

② 地域との連携の強化 

企業の社会貢献意識が高まっていることから、企業と地域との連携を強化し、

互いに理解を深めて気持ちよく生活や事業活動ができる環境を醸成します。 

【想定される主な取り組み】 

・ 企業と地域住民との交流促進や相互理解の促進 

など 

【関連する基本事業】 

○基本目標６：施策１－③ 協働の仕組みづくり 

 

③ 地域商業の活性化 

高齢化が進む時代に即した地域商業の活性化に向けて、人材の確保や小規模商

店などへの支援、地域との連携等を進めます。 

【想定される主な取り組み】 

・ 地域商業の活性化に必要な人材育成 

・ 魅力的な小規模商店等の創造 

・ 経営の安定化に向けた、資金の貸付等 

・ 地産地消の取り組みと、地域の生産品を市民が手に入れやすい仕組みづくり 

・ 農・商・工連携や観光との連携、ICT※の活用などのニーズに即応したサービス

についての研究開発 

・ 地域商業の新たな立地促進 

など 

【関連する基本事業】 

○基本目標３：施策２－③ 地産地消の促進 

 

[関連する主な分野別計画] 

○ 商工業振興指針 

○ 企業立地促進法にもとづく「野洲市・基本計画」 

○ 野洲駅中心市街地整備計画 
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［成果指標等一覧］
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参
考
資
料

指
標
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す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数

兵
庫
県
調
べ（
年
度
末
）

（
1）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は
、地
域
活
動
の
状
況
を
は
か
る

有
力
な
指
標
で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

増
加
さ
せ
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こ
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を
目
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と
す
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。

増
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す
る
。

毎
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市
民
の
割
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が
増
加
す
る
こ
と
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目
標
と
す
る
。

36
法
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H
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）

増
加

40
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%（
H
22
）

増
加
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.1%
（
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23
）
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%

地
域
活
動
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参
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い
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人
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合

（
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向
け
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社
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全
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取
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み
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分
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す
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合
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活
動
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組
み
目
標
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に
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で
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。
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感
じ
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い
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民
の
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か
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。

市
民
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よ
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。

「
あ
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動
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テ
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ど
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か
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②
現
在
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地 域 で 支 え る ま ち づ く り
基 本 計 画 総 論 基 本 計 画 各 論

【
1】 生 活 の 安 全 ・ 安 心【
1】 非 常 時 へ の 備 え【
2】人 権 尊 重 の ま ち づ く り【
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の
日
頃

の
取
り
組
み
に
よ
り
予
防
で
き
る
。

70
%

多
く
の
自
治
会
が
活
発
に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

35
.2
%（
H
22
）

地
域
防
災
訓
練
の
実
施
率

（
2）

災
害
時
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
が
市
民
一
人
ひ
と

り
の
命
を
守
る
指
標
と
な
る
。

相
談
記
録

毎
年
相
談
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

1,
03
6人
（
H
22
）

1,
25
0人

消
費
生
活
相
談
件
数

相
談
件
数
は
消
費
者
意
識
の
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

（
3）

業
者
統
計（
毎
年
4月
）

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

10
,15
3件
（
H
22
）

18
,0
00
件

防
災
防
犯
メ
ー
ル
へ
の
加
入
件
数
　

（
毎
年
4月
）

防
災
に
関
す
る
備
え
や
関
心
度
を
は
か
る
指
標
と

な
る
た
め
。

目
標
値（
H
28
）

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

水
質
基
準
不
適
合
率

水
質
年
報

（
1）

適
正
な
浄
水
処
理
・
水
質
管
理
を
示
す
有
力
な
指
標

で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

不
適
合
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

全
国
の
類
似
団
体
の
平
均
値
を
目
標
と
す
る
。

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

0%
（
H
22
）

0%

市
民
病
院
の
病
床
稼
働
率

当
日
の
入
院
患
者
数
÷
稼
働
病
床
数（
30
0）
×
10
0

市
民
病
院
の
経
営
健
全
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

病
床
稼
働
率
の
高
揚
は
、経
営
状
況
を
反
映
す
る
指

標
で
あ
る
。

経
営
健
全
化
計
画
に
沿
っ
て
設
定
す
る
。

79
.5
%（
H
23
）

88
.0
%

10
1.
8%
（
H
21
）

10
8%

24
.4
%（
H
22
）

30
.0
%

水
道
事
業
会
計
の
経
常
収
支
比
率
　

（
経
営
収
益
／
経
営
費
用
）

（
2）

40
～
64
歳
の
特
定
健
診
の
受
診
率

（
1）

経
常
収
入
と
経
常
支
出
の
割
合
で
、資
金
繰
り
を
示

す
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

若
い
年
代
層
の
健
診
受
診
率
は
、早
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
と
自
己
管
理
に
つ
な
が
る
指
標
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計
統
計
年
報

法
定
報
告（
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

あ
な
た
の
世
帯
に
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」が
い
ま
す
か
。

①
い
る
②
い
な
い

①
と
回
答
し
た
人
の
割
合

（
紹
介
患
者
数
＋
救
急
患
者
数
）÷
初
診
患
者
数
 

　×
10
0

逆
紹
介
患
者
数
÷（
初
診
患
者
数
－
休
日
夜
間
外
来

患
者
数
）×
10
0

策
定
時
か
ら
の
減
少
を
目
標
と
す
る
。

特
定
健
診
問
診
結
果
集
計
表

32
.1%
（
H
22
）

30
.0
%

睡
眠
に
よ
る
休
養
を
十
分
に
取
れ
て
い

な
い
人
の
割
合

（
2）

睡
眠
に
よ
る
休
養
は
、ス
ト
レ
ス
や
う
つ
病
な
ど
の
、

こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
示
す
指
標
で
あ
る
。

水 道 供 給

基 本 計 画 各 論

【
3】 地 域 医 療【
5】健 康 づ く り【
4】

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

市
主
催
、市
が
支
援
す
る
研
修
会
の
実
績
数

2回
（
H
23
）

増
加

心
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
会
等

の
実
施
回
数

（
3）

（
3）

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

地
域
医
療
連
携
体
制
を
進
め
て
い
く
中
で
、一
次
医
療

機
関
と
二
次
医
療
機
関
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、市

民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

57
.3
%（
H
23
）

67
.0
%

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
世
帯
の
割
合

市
民
病
院
の
地
域
連
携
度
紹
介
率

逆
紹
介
率

（
1）

（
2）

心
の
健
康
に
不
安
を
も
つ
市
民
、支
え
る
市
民
へ
の

啓
発
の
取
り
組
み
の
指
標
で
あ
る
。

国
が
定
め
る
目
標
で
H
27
年
度
ま
で
に
60
%
以
上
を

目
指
す
。

食
育
推
進
ア
ン
ケ
ー
ト

50
.0
%（
H
23
）

60
.0
%

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
食
事
を

と
っ
て
い
る
人
の
割
合

（
4）

国
の
定
め
る
第
2次
食
育
推
進
基
本
計
画
に
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
、食
育
に
関
す
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
は
、適
切
な
医
療
の
受

診
を
図
る
う
え
で
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

市
民
病
院
は
地
域
の
2次
医
療
(救
急
含
む
)を
担
っ

て
お
り
、地
域
医
療
連
携
体
制
の
進
行
状
況
を
的
確

に
示
す
指
標
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。

50
.1%
（
H
22
）

65
.0
%

37
.3
%（
H
22
）

45
.0
%

（
3）

（
4）

応
急
手
当
普
及
員
名
簿
よ
り
算
出

応
急
手
当
普
及
員
の
増
員
を
目
標
と
す
る
。

80
人（
H
22
）

16
0人

応
急
手
当
普
及
員
数（
養
成
実
績
数
）

応
急
手
当
普
及
員
の
養
成
実
績
数
は
、市
民
へ
の

心
肺
蘇
生
法
の
普
及
を
図
る
う
え
で
有
力
な
指
標

で
あ
る
。

計
画
的
に
更
新
事
業
を
推
進
し
、向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。

96
.7
4%
（
H
22
）

97
%

上
水
道
の
有
収
率

年
間
の
配
水
量
に
対
す
る
有
収
水
量
の
割
合
で
あ

り
、主
要
事
業
の
効
果
を
示
す
有
力
な
指
標
で
あ
る
。
水
道
事
業
会
計
決
算
書

目
標
値（
H
28
）

参考資料

00007949
三田市２



［成果指標等一覧］

102 103

参
考
資
料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数

兵
庫
県
調
べ（
年
度
末
）

（
1）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は
、地
域
活
動
の
状
況
を
は
か
る

有
力
な
指
標
で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

毎
年
市
民
の
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

36
法
人（
H
23
）

増
加

40
.7
%（
H
22
）

増
加

79
.1%
（
H
23
）

80
%

地
域
活
動
へ
参
加
し
て
い
る
人
の
割
合

（
2）

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て「
社
会
全

体
で
取
り
組
み
、自
分
も
努
力
す
る
べ

き
だ
と
思
う
」市
民
の
割
合

（
1）

地
域
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
は
、取
り
組
み
目
標
達

成
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

社
会
全
体
が
差
別
や
偏
見
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち

と
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
は
目
標
の
実
現
を
は
か

る
目
安
と
な
る
た
め
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
あ
な
た
は
地
域
活
動（
自
治
会
の
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。」

①
現
在
参
加
し
て
い
る
②
現
在
、参
加
し
て
い
な
い

が
今
後
参
加
し
た
い
③
現
在
、参
加
し
て
お
ら
ず
、今

後
も
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い

①
と
回
答
し
た
人
の
割
合

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
人
権
問
題
解
決
に
向
け
て
、社
会
全
体
で
取
り
組

み
、自
分
も
努
力
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。」

①
思
う
②
思
わ
な
い

①
と
回
答
し
た
人
の
割
合

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
国
際
協
力
や
国
際
貢
献
の
た
め
の
実
践
活
動
、海

外
で
の
災
害
や
難
民
救
済
等
へ
の
募
金
等
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。」

①
し
た
こ
と
が
あ
る
 ②
し
た
こ
と
が
な
い

①
と
回
答
し
た
人
の
割
合

三
田
警
察
署
統
計

毎
年
女
性
委
員
の
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

庁
内
調
査

30
.4
%（
H
23
）

35
%

市
の
審
議
会
な
ど
の
附
属
機
関
等
に
お

け
る
女
性
委
員
の
割
合

（
2）

市
の
附
属
機
関
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
は

目
標
を
は
か
る
目
安
と
な
る
。

地 域 で 支 え る ま ち づ く り
基 本 計 画 総 論 基 本 計 画 各 論

【
1】 生 活 の 安 全 ・ 安 心【
1】 非 常 時 へ の 備 え【
2】人 権 尊 重 の ま ち づ く り【
2】

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

外
国
人
市
民
意
識
調
査

68
.1%
（
H1
9）

70
%

三
田
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
外
国
籍

市
民
の
割
合

（
3）

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

57
.4
%（
H
22
）

65
%

「
国
際
貢
献
活
動（
募
金
を
含
む
）を
し

た
」市
民
の
割
合

（
4）

三
田
に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
外
国
籍
市
民
の
割

合
は
目
標
を
は
か
る
目
安
と
な
る
。

世
界
的
な
視
野
で
の
助
け
合
い
の
行
動
が
国
際
平

和
の
維
持
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
指
標
と
し
て
設
定
。

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

1,
05
5件
（
H
23
）

1,
00
0件

刑
法
犯
罪
発
生
件
数

（
1）

刑
法
犯
罪
件
数
の
減
少
が
市
民
の
安
全
・
安
心
の

指
標
と
な
る
。

交
通
白
書

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

54
3人
（
H
23
）

51
0人

減
少

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数

（
2）

（
3）

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
を
減
ら
す
こ
と
が
、市
民

の
安
全
・
安
心
に
繋
が
る
た
め
。

火
災
統
計

届
出
等
に
よ
る
実
施
把
握
数
の
割
合
　
　
　
　
　

（
実
施
自
治
会
数
/全
自
治
会
数
）

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

41
件（
H
22
）

火
災
件
数

（
1）

火
災
は
住
宅
用
火
災
報
知
機
の
設
置
な
ど
の
日
頃

の
取
り
組
み
に
よ
り
予
防
で
き
る
。

70
%

多
く
の
自
治
会
が
活
発
に
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
。

35
.2
%（
H
22
）

地
域
防
災
訓
練
の
実
施
率

（
2）

災
害
時
に
備
え
た
訓
練
の
実
施
が
市
民
一
人
ひ
と

り
の
命
を
守
る
指
標
と
な
る
。

相
談
記
録

毎
年
相
談
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

1,
03
6人
（
H
22
）

1,
25
0人

消
費
生
活
相
談
件
数

相
談
件
数
は
消
費
者
意
識
の
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

（
3）

業
者
統
計（
毎
年
4月
）

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

10
,15
3件
（
H
22
）

18
,0
00
件

防
災
防
犯
メ
ー
ル
へ
の
加
入
件
数
　

（
毎
年
4月
）

防
災
に
関
す
る
備
え
や
関
心
度
を
は
か
る
指
標
と

な
る
た
め
。

目
標
値（
H
28
）

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

水
質
基
準
不
適
合
率

水
質
年
報

（
1）

適
正
な
浄
水
処
理
・
水
質
管
理
を
示
す
有
力
な
指
標

で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

不
適
合
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

全
国
の
類
似
団
体
の
平
均
値
を
目
標
と
す
る
。

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

0%
（
H
22
）

0%

市
民
病
院
の
病
床
稼
働
率

当
日
の
入
院
患
者
数
÷
稼
働
病
床
数（
30
0）
×
10
0

市
民
病
院
の
経
営
健
全
化
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

病
床
稼
働
率
の
高
揚
は
、経
営
状
況
を
反
映
す
る
指

標
で
あ
る
。

経
営
健
全
化
計
画
に
沿
っ
て
設
定
す
る
。

79
.5
%（
H
23
）

88
.0
%

10
1.
8%
（
H
21
）

10
8%

24
.4
%（
H
22
）

30
.0
%

水
道
事
業
会
計
の
経
常
収
支
比
率
　

（
経
営
収
益
／
経
営
費
用
）

（
2）

40
～
64
歳
の
特
定
健
診
の
受
診
率

（
1）

経
常
収
入
と
経
常
支
出
の
割
合
で
、資
金
繰
り
を
示

す
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

若
い
年
代
層
の
健
診
受
診
率
は
、早
期
か
ら
の
健
康

づ
く
り
と
自
己
管
理
に
つ
な
が
る
指
標
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計
統
計
年
報

法
定
報
告（
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

あ
な
た
の
世
帯
に
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」が
い
ま
す
か
。

①
い
る
②
い
な
い

①
と
回
答
し
た
人
の
割
合

（
紹
介
患
者
数
＋
救
急
患
者
数
）÷
初
診
患
者
数
 

　×
10
0

逆
紹
介
患
者
数
÷（
初
診
患
者
数
－
休
日
夜
間
外
来

患
者
数
）×
10
0

策
定
時
か
ら
の
減
少
を
目
標
と
す
る
。

特
定
健
診
問
診
結
果
集
計
表

32
.1%
（
H
22
）

30
.0
%

睡
眠
に
よ
る
休
養
を
十
分
に
取
れ
て
い

な
い
人
の
割
合

（
2）

睡
眠
に
よ
る
休
養
は
、ス
ト
レ
ス
や
う
つ
病
な
ど
の
、

こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
示
す
指
標
で
あ
る
。

水 道 供 給

基 本 計 画 各 論

【
3】 地 域 医 療【
5】健 康 づ く り【
4】

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

市
主
催
、市
が
支
援
す
る
研
修
会
の
実
績
数

2回
（
H
23
）

増
加

心
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
会
等

の
実
施
回
数

（
3）

（
3）

策
定
時
か
ら
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

地
域
医
療
連
携
体
制
を
進
め
て
い
く
中
で
、一
次
医
療

機
関
と
二
次
医
療
機
関
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、市

民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

57
.3
%（
H
23
）

67
.0
%

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
世
帯
の
割
合

市
民
病
院
の
地
域
連
携
度
紹
介
率

逆
紹
介
率

（
1）

（
2）

心
の
健
康
に
不
安
を
も
つ
市
民
、支
え
る
市
民
へ
の

啓
発
の
取
り
組
み
の
指
標
で
あ
る
。

国
が
定
め
る
目
標
で
H
27
年
度
ま
で
に
60
%
以
上
を

目
指
す
。

食
育
推
進
ア
ン
ケ
ー
ト

50
.0
%（
H
23
）

60
.0
%

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
食
事
を

と
っ
て
い
る
人
の
割
合

（
4）

国
の
定
め
る
第
2次
食
育
推
進
基
本
計
画
に
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
、食
育
に
関
す
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
は
、適
切
な
医
療
の
受

診
を
図
る
う
え
で
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

市
民
病
院
は
地
域
の
2次
医
療
(救
急
含
む
)を
担
っ

て
お
り
、地
域
医
療
連
携
体
制
の
進
行
状
況
を
的
確

に
示
す
指
標
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。

50
.1%
（
H
22
）

65
.0
%

37
.3
%（
H
22
）

45
.0
%

（
3）

（
4）

応
急
手
当
普
及
員
名
簿
よ
り
算
出

応
急
手
当
普
及
員
の
増
員
を
目
標
と
す
る
。

80
人（
H
22
）

16
0人

応
急
手
当
普
及
員
数（
養
成
実
績
数
）

応
急
手
当
普
及
員
の
養
成
実
績
数
は
、市
民
へ
の

心
肺
蘇
生
法
の
普
及
を
図
る
う
え
で
有
力
な
指
標

で
あ
る
。

計
画
的
に
更
新
事
業
を
推
進
し
、向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。

96
.7
4%
（
H
22
）

97
%

上
水
道
の
有
収
率

年
間
の
配
水
量
に
対
す
る
有
収
水
量
の
割
合
で
あ

り
、主
要
事
業
の
効
果
を
示
す
有
力
な
指
標
で
あ
る
。
水
道
事
業
会
計
決
算
書

目
標
値（
H
28
）

参考資料
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参
考
資
料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

生
き
が
い
が
あ
る
高
齢
者
の
割
合

日
常
生
活
圏
域
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
(一
般
高
齢
者
)

高
齢
者
大
学
及
び
大
学
院
の
在
籍
学
生
数
(4
月
現
在
)

（
1）

高
齢
者
大
学
・
大
学
院
学
生
数

（
2）

調
査
対
象
者
に
限
定
さ
れ
る
が
、高
齢
者
自
身
の
回

答
に
よ
り
、生
き
が
い
の
あ
る
人
の
割
合
を
把
握
す

る
た
め
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
す
る
。

指
定
相
談
事
業
所
が
一
般
・
特
定
・
障
害
児
相
談
支

援
を
あ
わ
せ
て
2倍
を
超
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

87
.4
%（
H
22
）

90
.0
%

相
談
支
援
事
業
所
の
数

指
定
相
談
事
業
所
数

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
度
改
正
に
よ
り
、相
談
支

援
体
制
の
充
実
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、相
談
事
業
所

数
は
、有
効
な
指
標
で
あ
る
。

3箇
所（
Ｈ
23
）

8箇
所

高
齢
者
大
学
及
び
大
学
院
は
、学
習
・
文
化
活
動
を

通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
学
生
数
は
有
効
な
指
標

で
あ
る
。

学
生
数
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

59
7人
（
Ｈ
24
）

増
加

三
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
数
(4
月
1日
現
在
)

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
数

老
人
ク
ラ
ブ
は
、高
齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ

く
り
の
中
心
的
な
地
域
活
動
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
会
員
数
は
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

会
員
数
の
現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

4,
75
9人
（
Ｈ
24
）

現
状
維
持

（
3）

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数

障
害
者
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
が
図
れ
る
と
と
も
に

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数
は
、選
択
枝
の
幅
を

示
す
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
在
の
提
供
数
が
1割
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

33（
Ｈ
23
）

36
（
2）

介
護
保
険
事
業
状
況
報
告

65
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
の
割
合

要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
健
康
な
高
齢

者
が
増
え
る
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

16
.7
%（
Ｈ
23
）

16
.6
%

（
1）

（
1）

基 本 計 画 各 論

高 齢 者 の 安 心【
7】 障 が い の あ る 人 の 安 心【
8】高 齢 者 の 生 き が い づ く り【
6】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
市
内
事
業
所
数

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
事
業
所
数

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
に
重
点

を
置
い
た
基
盤
整
備
の
状
況
を
み
る
重
要
な
指
標

で
あ
る
。

増
加
を
め
ざ
す
。

25
箇
所（
Ｈ
23
）

増
加

（
2）

三
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
三
田
市
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
係
る
日
常
生
活
圏
域
高
齢
者

ニ
ー
ズ
調
査

相
談
相
手
と
し
て
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
る
人
又
は
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
人
の
割
合

高
齢
者
に
対
す
る
相
談
機
関
の
認
知
度
の
高
さ
は

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

啓
発
活
動
の
充
実
を
図
り
、高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の

状
況
把
握
に
努
め
る
こ
と
で
認
知
度
を
毎
年
3％
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

55
.7
%（
Ｈ
23
）

70
.7
%

（
3）

会
員
数
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

（
公
社
）三
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

報
告（
総
会
資
料
）(
4月
1日
現
在
)

1,
05
1人
（
Ｈ
24
）

1,1
50
人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

登
録
者
数

（
4）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、働
き
が

い
、生
き
が
い
を
生
み
出
す
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
会

員
数
は
、有
効
な
指
標
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
箇
所
数

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
箇
所
数

障
害
者
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
が
図
れ
る
と
と
も
に
、

居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
箇
所
数
は
、地
域
移
行
の
推
進

を
示
す
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
在
の
50
%
以
上
増
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

11
箇
所（
Ｈ
23
）

18
箇
所

（
3）

目
標
値（
H
28
）

参考資料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

国
民
健
康
保
険
税
現
年
分
収
納
率

国
民
健
康
保
険
税
現
年
分
実
績
の
収
納
率

就
労
支
援
対
象
者
の
内
、就
労
に
つ
な
が
っ
た
人
数

（
1）

生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
、就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
就
労
に
結
び
つ
い

た
人
数

（
2）

収
納
率
の
確
保
向
上
に
努
め
、国
保
財
政
を
健
全
に

運
営
す
る
こ
と
は
、加
入
者
の
公
平
性
を
担
保
し
、保

険
税
率
の
引
き
上
げ
抑
制
に
つ
な
が
る
。

目
標

値
の

考
え

方

現
在
値
に
現
年
分
実
績
率
を
H
28
年
度
ま
で
積
み

上
げ
た
数
値
を
目
標
と
す
る
。

緑
化
活
動
箇
所
数
の
増
加

91
.3
8%
（
H
22
）

93
.0
0%

違
反
広
告
物
除
却
件
数

実
際
に
除
却
し
た
違
反
広
告
物
の
件
数

（
1）

年
間
の
公
害
等
に
関
す
る
苦
情
件
数

（
1）

違
反
広
告
物
は
良
好
な
景
観
の
形
成
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、そ
の
件
数
が
有
効
な
指
標

で
あ
る
。

減
少
を
目
標
と
す
る
。

30
7件
（
H
22
）

28
0件

地
域
の
緑
化
団
体
に
よ
る
緑
化
箇
所
数

ま
ち
な
か
花
ざ
か
り
事
業
実
績
報
告
書

活
動
範
囲
の
状
況
を
表
す
数
値
で
あ
り
、緑
化
活
動
支

援
の
充
実
度
を
示
す
指
標
と
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
。

15
3箇
所（
Ｈ
22
）

増
加

生
活
保
護
受
給
者
の
内
、就
職
可
能
な
人
に
対
し
て
、

就
労
に
よ
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
成
果
指

標
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

現
状
よ
り
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

2人
（
Ｈ
23
）

増
加

三
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

住
宅
の
耐
震
化
率

耐
震
化
率
は
住
宅
に
お
け
る
地
震
災
害
に
対
す
る

安
全
・
安
心
を
は
か
る
う
え
で
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

三
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
定
め
て
い
る
目
標

値
を
目
標
と
す
る
。

90
%（
Ｈ
19
）

95
%

（
1）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
現
在
の
満
足
度
を

5点
満
点
で
評
価
し
た
も
の
の
全
回
答
者
の
平
均
値

公
共
下
水
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
・
農
業
集
落

排
水
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
・
合
併
処
理
浄
化
槽

の
水
洗
化
済
世
帯
数
/総
世
帯
数

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
市
民

満
足
度

自
然
環
境
の
保
全
に
は
、全
体
的
な
満
足
度
が
必
要

意
識
調
査
に
よ
る
市
民
満
足
度
の
向
上（
H
19
以
降

で
最
高
の
値
3.
57
点
以
上
を
目
標
と
す
る
。）

3.
52（
Ｈ
21
）

3.
57
以
上

（
1）

（
3）

基 本 計 画 各 論

景 観【1
1】良 好 な 住 ま い

【1
0】 安 ら ぎ の あ る 暮 ら し

【1
2】 自 然 環 境 の 保 全

【1
3】 循 環 型 社 会

【1
4】生 活 の 支 援

【
9】

地
形
図
よ
り
算
出

典
型
7公
害（
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
土
壌
汚
染
・
騒

音
・
振
動
・
地
盤
沈
下
・
悪
臭
）と
そ
の
他
苦
情
の
件
数

景
観
計
画
策
定
区
域
面
積

景
観
法
及
び
条
例
に
あ
る
市
の
責
務
と
し
て
良
好
な

景
観
形
成
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、こ
れ
を
実
施

す
る
と
し
て
お
り
、こ
れ
に
基
づ
き
景
観
計
画
の
策

定
面
積
を
指
標
と
し
て
い
る
。

公
害
等
の
苦
情
件
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
安
ら

ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
。

ご
み
の
再
生
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
。

現
状
よ
り
景
観
計
画
策
定
区
域
を
拡
大
す
る
。

1,
42
3h
a（
Ｈ
22
）

拡
大

苦
情
件
数
の
減
少

31
件（
Ｈ
22
）

31
件
以
下

さ
ん
だ
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
数

（
2）

登
録
者
数（
団
体
登
録
人
数
含
む
）

事
務
報
告
書（
再
生
利
用
量
／ご
み
排
出
量
）

市
民
の
美
化
活
動
を
行
う
人
の
数
が
増
加
す
る
こ
と

に
よ
り
美
化
意
識
が
向
上
す
る
。

登
録
者
数
の
増
加

39
0人
（
Ｈ
23
）

60
0人

（
2）

確
認
申
請
件
数
及
び
認
定
件
数

一
戸
建
て
の
新
築
住
宅
に
占
め
る
長
期

優
良
住
宅
の
割
合

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
流
通
の
活
性
化
、ま

た
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
う
え
で
有
力
な
指
標
で

あ
る
。

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。

53
%（
Ｈ
22
）

現
在
値
以
上

（
2）

水
洗
化
率

生
活
排
水
の
浄
化
に
は
各
家
庭
の
水
洗
化
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、水
洗
化
率
を
指
標
と
す
る
。

水
洗
化
率
の
向
上

96
.4
％（
Ｈ
23
）

97
.0
％

（
2）

ご
み
の
再
資
源
化
率

ご
み
の
再
資
源
化
率
の
増
加

30
.1％
（
Ｈ
23
）

40
％

（
1）

目
標
値（
H
28
）
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参
考
資
料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

生
き
が
い
が
あ
る
高
齢
者
の
割
合

日
常
生
活
圏
域
高
齢
者
ニ
ー
ズ
調
査
(一
般
高
齢
者
)

高
齢
者
大
学
及
び
大
学
院
の
在
籍
学
生
数
(4
月
現
在
)

（
1）

高
齢
者
大
学
・
大
学
院
学
生
数

（
2）

調
査
対
象
者
に
限
定
さ
れ
る
が
、高
齢
者
自
身
の
回

答
に
よ
り
、生
き
が
い
の
あ
る
人
の
割
合
を
把
握
す

る
た
め
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
す
る
。

指
定
相
談
事
業
所
が
一
般
・
特
定
・
障
害
児
相
談
支

援
を
あ
わ
せ
て
2倍
を
超
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

87
.4
%（
H
22
）

90
.0
%

相
談
支
援
事
業
所
の
数

指
定
相
談
事
業
所
数

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
度
改
正
に
よ
り
、相
談
支

援
体
制
の
充
実
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、相
談
事
業
所

数
は
、有
効
な
指
標
で
あ
る
。

3箇
所（
Ｈ
23
）

8箇
所

高
齢
者
大
学
及
び
大
学
院
は
、学
習
・
文
化
活
動
を

通
じ
た
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
学
生
数
は
有
効
な
指
標

で
あ
る
。

学
生
数
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

59
7人
（
Ｈ
24
）

増
加

三
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
数
(4
月
1日
現
在
)

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
数

老
人
ク
ラ
ブ
は
、高
齢
者
の
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ

く
り
の
中
心
的
な
地
域
活
動
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら

そ
の
会
員
数
は
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

会
員
数
の
現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

4,
75
9人
（
Ｈ
24
）

現
状
維
持

（
3）

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数

障
害
者
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
が
図
れ
る
と
と
も
に

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
数
は
、選
択
枝
の
幅
を

示
す
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
在
の
提
供
数
が
1割
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

33（
Ｈ
23
）

36
（
2）

介
護
保
険
事
業
状
況
報
告

65
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
の
割
合

要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
健
康
な
高
齢

者
が
増
え
る
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

16
.7
%（
Ｈ
23
）

16
.6
%

（
1）

（
1）

基 本 計 画 各 論

高 齢 者 の 安 心【
7】 障 が い の あ る 人 の 安 心【
8】高 齢 者 の 生 き が い づ く り【
6】

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
市
内
事
業
所
数

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
事
業
所
数

市
の
取
り
組
み
と
し
て
、居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
に
重
点

を
置
い
た
基
盤
整
備
の
状
況
を
み
る
重
要
な
指
標

で
あ
る
。

増
加
を
め
ざ
す
。

25
箇
所（
Ｈ
23
）

増
加

（
2）

三
田
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
三
田
市
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
係
る
日
常
生
活
圏
域
高
齢
者

ニ
ー
ズ
調
査

相
談
相
手
と
し
て
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
る
人
又
は
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
人
の
割
合

高
齢
者
に
対
す
る
相
談
機
関
の
認
知
度
の
高
さ
は

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

啓
発
活
動
の
充
実
を
図
り
、高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の

状
況
把
握
に
努
め
る
こ
と
で
認
知
度
を
毎
年
3％
増

加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

55
.7
%（
Ｈ
23
）

70
.7
%

（
3）

会
員
数
の
増
加
を
目
標
と
す
る
。

（
公
社
）三
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

報
告（
総
会
資
料
）(
4月
1日
現
在
)

1,
05
1人
（
Ｈ
24
）

1,1
50
人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

登
録
者
数

（
4）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
技
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、働
き
が

い
、生
き
が
い
を
生
み
出
す
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
会

員
数
は
、有
効
な
指
標
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
箇
所
数

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
箇
所
数

障
害
者
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
が
図
れ
る
と
と
も
に
、

居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
箇
所
数
は
、地
域
移
行
の
推
進

を
示
す
有
効
な
指
標
で
あ
る
。

現
在
の
50
%
以
上
増
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

11
箇
所（
Ｈ
23
）

18
箇
所

（
3）

目
標
値（
H
28
）

参考資料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

国
民
健
康
保
険
税
現
年
分
収
納
率

国
民
健
康
保
険
税
現
年
分
実
績
の
収
納
率

就
労
支
援
対
象
者
の
内
、就
労
に
つ
な
が
っ
た
人
数

（
1）

生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
、就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
就
労
に
結
び
つ
い

た
人
数

（
2）

収
納
率
の
確
保
向
上
に
努
め
、国
保
財
政
を
健
全
に

運
営
す
る
こ
と
は
、加
入
者
の
公
平
性
を
担
保
し
、保

険
税
率
の
引
き
上
げ
抑
制
に
つ
な
が
る
。

目
標

値
の

考
え

方

現
在
値
に
現
年
分
実
績
率
を
H
28
年
度
ま
で
積
み

上
げ
た
数
値
を
目
標
と
す
る
。

緑
化
活
動
箇
所
数
の
増
加

91
.3
8%
（
H
22
）

93
.0
0%

違
反
広
告
物
除
却
件
数

実
際
に
除
却
し
た
違
反
広
告
物
の
件
数

（
1）

年
間
の
公
害
等
に
関
す
る
苦
情
件
数

（
1）

違
反
広
告
物
は
良
好
な
景
観
の
形
成
に
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、そ
の
件
数
が
有
効
な
指
標

で
あ
る
。

減
少
を
目
標
と
す
る
。

30
7件
（
H
22
）

28
0件

地
域
の
緑
化
団
体
に
よ
る
緑
化
箇
所
数

ま
ち
な
か
花
ざ
か
り
事
業
実
績
報
告
書

活
動
範
囲
の
状
況
を
表
す
数
値
で
あ
り
、緑
化
活
動
支

援
の
充
実
度
を
示
す
指
標
と
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
。

15
3箇
所（
Ｈ
22
）

増
加

生
活
保
護
受
給
者
の
内
、就
職
可
能
な
人
に
対
し
て
、

就
労
に
よ
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
成
果
指

標
と
し
て
適
切
で
あ
る
。

現
状
よ
り
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

2人
（
Ｈ
23
）

増
加

三
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

住
宅
の
耐
震
化
率

耐
震
化
率
は
住
宅
に
お
け
る
地
震
災
害
に
対
す
る

安
全
・
安
心
を
は
か
る
う
え
で
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

三
田
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
定
め
て
い
る
目
標

値
を
目
標
と
す
る
。

90
%（
Ｈ
19
）

95
%

（
1）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
現
在
の
満
足
度
を

5点
満
点
で
評
価
し
た
も
の
の
全
回
答
者
の
平
均
値

公
共
下
水
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
・
農
業
集
落

排
水
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
・
合
併
処
理
浄
化
槽

の
水
洗
化
済
世
帯
数
/総
世
帯
数

自
然
環
境
の
保
全
に
関
す
る
市
民

満
足
度

自
然
環
境
の
保
全
に
は
、全
体
的
な
満
足
度
が
必
要

意
識
調
査
に
よ
る
市
民
満
足
度
の
向
上（
H
19
以
降

で
最
高
の
値
3.
57
点
以
上
を
目
標
と
す
る
。）

3.
52（
Ｈ
21
）

3.
57
以
上

（
1）

（
3）

基 本 計 画 各 論

景 観【1
1】良 好 な 住 ま い

【1
0】 安 ら ぎ の あ る 暮 ら し

【1
2】 自 然 環 境 の 保 全

【1
3】 循 環 型 社 会

【1
4】生 活 の 支 援

【
9】

地
形
図
よ
り
算
出

典
型
7公
害（
大
気
汚
染
・
水
質
汚
濁
・
土
壌
汚
染
・
騒

音
・
振
動
・
地
盤
沈
下
・
悪
臭
）と
そ
の
他
苦
情
の
件
数

景
観
計
画
策
定
区
域
面
積

景
観
法
及
び
条
例
に
あ
る
市
の
責
務
と
し
て
良
好
な

景
観
形
成
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、こ
れ
を
実
施

す
る
と
し
て
お
り
、こ
れ
に
基
づ
き
景
観
計
画
の
策

定
面
積
を
指
標
と
し
て
い
る
。

公
害
等
の
苦
情
件
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
安
ら

ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
が
保
た
れ
る
。

ご
み
の
再
生
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
。

現
状
よ
り
景
観
計
画
策
定
区
域
を
拡
大
す
る
。

1,
42
3h
a（
Ｈ
22
）

拡
大

苦
情
件
数
の
減
少

31
件（
Ｈ
22
）

31
件
以
下

さ
ん
だ
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
者
数

（
2）

登
録
者
数（
団
体
登
録
人
数
含
む
）

事
務
報
告
書（
再
生
利
用
量
／ご
み
排
出
量
）

市
民
の
美
化
活
動
を
行
う
人
の
数
が
増
加
す
る
こ
と

に
よ
り
美
化
意
識
が
向
上
す
る
。

登
録
者
数
の
増
加

39
0人
（
Ｈ
23
）

60
0人

（
2）

確
認
申
請
件
数
及
び
認
定
件
数

一
戸
建
て
の
新
築
住
宅
に
占
め
る
長
期

優
良
住
宅
の
割
合

良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
に
よ
る
流
通
の
活
性
化
、ま

た
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
う
え
で
有
力
な
指
標
で

あ
る
。

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
割
合
が
増
加
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。

53
%（
Ｈ
22
）

現
在
値
以
上

（
2）

水
洗
化
率

生
活
排
水
の
浄
化
に
は
各
家
庭
の
水
洗
化
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、水
洗
化
率
を
指
標
と
す
る
。

水
洗
化
率
の
向
上

96
.4
％（
Ｈ
23
）

97
.0
％

（
2）

ご
み
の
再
資
源
化
率

ご
み
の
再
資
源
化
率
の
増
加

30
.1％
（
Ｈ
23
）

40
％

（
1）

目
標
値（
H
28
）
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参
考
資
料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

目
標

値
の

考
え

方

子
育
て
相
談
、情
報
発
信
等
市
の
子
育

て
支
援
施
策
に
関
す
る
5項
目
に
つ
い

て
の
満
足
度
の
平
均
値

乳
幼
児
健
診（
9か
月
、1
歳
6か
月
、3
歳
）で
、左
記
の

5項
目
を
含
め
子
育
て
に
関
す
る
満
足
度
を
調
査

（
3）

様
々
な
子
育
て
支
援
施
策
が
充
実
し
て
い
る
か
を
総

合
的
に
評
価
で
き
る
指
標
で
あ
る
。

5項
目
⇒「
妊
娠
、出
産
、健
康
づ
く
り
」「
子
育
て
相
談
」

「
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」「
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
」

増
加
を
め
ざ
す
。

ー
増
加

乳
幼
児
健
康
診
査
実
施
状
況

3歳
児
健
康
診
査
受
診
率

乳
幼
児
の
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
及
び
健
康
の

保
持
・
増
進
の
た
め
、受
診
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
機
関
等
で
の
個
別
対
応
者
等
が
3%
程
度
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
者
を
除
く
全
て
の
対
象

者
が
受
診
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

96
.3
%（
Ｈ
22
）

97
.0
%

87
.7
%（
Ｈ
23
）

90
%

（
1）

基 本 計 画 各 論

学 校 教 育 の 充 実【1
7】 地 域 ぐ る み の 子 育 て【1
8】乳 幼 児 期 の 子 育 て【1
6】低 炭 素 社 会【1
5】

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

「
読
書
が
好
き
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

読
書
活
動
の
充
実
は
、子
ど
も
の
こ
と
ば
の
力
を
高

め
、豊
か
な
感
性
を
育
む
。学
校
や
園
で
の
読
書
活

動
の
充
実
と
と
も
に「
さ
ん
だ
子
ど
も
読
書
の
日
」の

取
り
組
み
の
推
進
を
含
め
、子
ど
も
の
読
書
意
欲
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
H
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
6：
69
.2
％

中
3：
62
.8
％

（
H
22
）

小
6：
73
.0
％

中
3：
68
.0
％

「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」と

答
え
る
子
ど
も
の
割
合

（
2）

（
3）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
の
推
進
に
よ
り
、自
尊
感

情
や
他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
。児
童
生
徒
の
意
識
の
把
握
は
重
要
な
指

標
で
あ
る
。

小
学
校
は
現
状
以
上
、中
学
校
に
お
い
て
は
H
22
年

度
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
6：
95
.3
％

中
3：
90
.9
％

（
H
22
）

小
6：
96
.0
％

中
3：
93
.0
％

「
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
好
き
」

と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

児
童
生
徒
体
力
・
運
動
能
力
調
査（
小
５
・
中
２
対
象
）

子
ど
も
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
減
少

し
、体
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。学
校
や
園
・

家
庭
・
地
域
に
お
い
て
運
動
好
き
の
子
ど
も
を
増
や

す
取
り
組
み
を
進
め
、そ
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
Ｈ
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
H
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
5：
79
.0
％

中
2：
62
.5
％

（
H
23
）

小
5：
90
.0
％

中
2：
84
.0
％

小
6：
89
.3
％

中
3：
81
.0
％

（
H
22
）

小
6：
90
.0
％

中
3：
84
.0
％

（
1）

多
世
代
交
流
館（
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
）、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
駅
前
子
育
て
交
流
ひ
ろ

ば
利
用
状
況

多
世
代
交
流
館
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
・

駅
前
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
・
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

三
田
市
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
で
あ
り
、そ
の
利

用
者
数
の
増
加
は
子
育
て
支
援
施
策
が
よ
り
多
く
の

子
育
て
家
庭
に
広
が
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

増
加
を
め
ざ
す
。

95
,6
28
人（
Ｈ
23
）

10
8,
00
0人

（
2）

「
近
所
の
人
に
会
っ
た
と
き
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
る
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、子
ど
も

と
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
の

把
握
は
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

（
1）

実
施
ア
ン
ケ
ー
ト

地
域
の
協
力
を
得
て
行
う
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に

お
い
て
、生
徒
の
充
実
度
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
充
実
し
て

い
た
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

地
域
に
あ
る
事
業
所
で
生
徒
が
様
々
な
社
会
活
動

を
体
験
す
る
こ
と
で
、人
生
観
や
社
会
観
が
培
わ
れ
、

そ
の
充
実
度
は
有
力
な
指
標
と
な
る
。

（
3）

年
度
末
の
実
績
報
告

H
28
年
度
は
40
日
以
上
開
催
が
8校
区
、8
0日
以
上

開
催
が
2校
区
を
め
ざ
す
。

H
22
年
度
実
績（
24
,2
13
人
）、
小
学
生
児
童
の
減
少

率
か
ら
利
用
児
童
数
を
算
出
。

8小
学
校

21
,7
42
人

（
H
23
）

10
小
学
校

25
,2
00
人

放
課
後
子
ど
も
教
室
実
施
学
校
数
・
利

用
児
童
数（
延
べ
）

子
ど
も
が
様
々
な
活
動
、学
び
を
経
験
し
、成
長
し
て

い
く
機
会
と
し
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、実
施

校
区
を
広
げ
利
用
児
童
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

（
2）

太
陽
光
発
電
普
及
率

家
庭
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
、資
源
の
有

効
利
用
の
指
標
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。

関
西
電
力 （
株
）へ
の
一
般
家
庭
売
電
件
数

普
及
率
=
一
般
家
庭
売
電
件
数
／
世
帯
数

太
陽
光
普
及
率
の
増
加

3.
1％
（
Ｈ
22
）

5.
5％

（
1）

目
標
値（
H
28
）

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

目
標

値
の

考
え

方

代
表
的
な
生
涯
学
習
施
設（
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
市
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
）の
利
用
者
数

文
化
財
施
設（
ふ
る
さ
と
学
習
館
、旧
九
鬼
家
住
宅

資
料
館
、三
輪
明
神
窯
史
跡
園
）年
間
入
場
者
数

３
施
設
ト
ー
タ
ル
の
年
間
利
用
者
数

文
化
財
施
設
入
場
者
数

取
り
組
み
目
標
と
し
て
歴
史
学
習
や
郷
土
学
習
の
場

な
ど
を
充
実
し
、活
用
す
る
と
掲
げ
て
お
り
重
要
な

指
標
と
な
る
。

17
,5
07
人（
Ｈ
23
）

25
,0
00
人

（
2）

基 本 計 画 各 論

地 域 経 済 の 活 性 化

【2
3】生 涯 学 習 、 歴 史 の 継 承 と 文 化 の 創 造【1
9】 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン

【2
0】 多 様 な 交 流 観 光 の 創 出

【2
2】土 地 利 用【2
1】

毎
年
実
施
の
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
調
査
を
も
と
に
算
出

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
会
員
数
の
割
合

三
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
、市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興

す
る
た
め
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
た
め
。

三
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
見
直
し
前
に
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

国
・
県
等
も
用
い
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

将
来
的
に
市
の
全
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
人
口
密
度
の

増
加
を
目
標
と
す
る
。

市
街
化
区
域
内
で
の
計
画
的
な
土
地
利
用
を
判
断

出
来
る
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

（
1）

市
街
化
区
域
人
口
密
度

（
1）

週
1回
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
人
の
割
合

（
2）

年
間
図
書
貸
出
冊
数

三
田
市
統
計
書

市
内
図
書
館
の
図
書
貸
出
冊
数

図
書
館
は
、社
会
教
育
施
設
の
中
で
も
利
用
度
が
高

く
、地
域
の「
知
の
拠
点
」と
言
わ
れ
る
欠
か
せ
な
い

施
設
で
あ
る
た
め
。

1,
22
9,
03
0冊

（
Ｈ
23
）

1,
26
0,
00
0冊

57
.1人

／
ha

（
Ｈ
22
）

増
加

（
3）

市
内
の
代
表
的
な
生
涯
学
習
施
設
の
利
用
者
数
は
、把

握
可
能
な
生
涯
学
習
に
関
す
る
指
標
と
な
り
得
る
た
め
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

12
.2
8%
（
Ｈ
23
）

増
加

増
加
を
め
ざ
す
。

36
.8
%（
Ｈ
23
）

増
加

観
光
振
興
の
状
況
を
示
す
指
標

3,
53
6千
人

（
Ｈ
22
）

4,
00
0千
人

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

商
工
観
光
振
興
課
集
計

観
光
客
入
り
込
み
客
数

（
1）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

40
5,
04
3人

（
Ｈ
23
）

45
7,
00
0人

（
1）

目
標
値（
H
28
）

三
田
駅
周
辺
市
街
地
の
観
光
振
興
の
状
況
を
示
す

指
標

85
5人
（
Ｈ
23
）

1,
00
0人

さ
ん
だ
観
光
ガ
イ
ド
の
利
用
者
数

さ
ん
だ
観
光
ガ
イ
ド
利
用
者
数

（
2）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

市
内
の
雇
用
状
況
を
示
す
指
標

37
,3
56
人（
Ｈ
21
）

39
,0
00
人

三
田
市
統
計
書

市
内
民
営
事
業
所
従
業
者
数

（
2）

北
摂
三
田
第
二
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
も
含
め
て
増
加
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
。

観
光
振
興
の
状
況
を
示
す
指
標

13
,9
27
件（
Ｈ
22
）

27
,0
00
件

総
合
案
内
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数

観
光
案
内
件
数

（
3）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

雇
用
状
況
を
示
す
指
標

0.
31
倍（
Ｈ
23
）

0.
50
倍

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
４
月
）

有
効
求
人
倍
率

（
1）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

市
内
工
業
の
状
況
の
判
断
指
標
と
な
る
。毎
年
実
施

さ
れ
る
工
業
統
計
で
把
握
可
能
。

4,
42
5億
円（
Ｈ
22
）

増
加

工
業
統
計

製
造
出
荷
額（
4人
以
上
の
事
業
所
）

（
3）

増
加
を
め
ざ
す
。

参考資料
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参
考
資
料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

目
標

値
の

考
え

方

子
育
て
相
談
、情
報
発
信
等
市
の
子
育

て
支
援
施
策
に
関
す
る
5項
目
に
つ
い

て
の
満
足
度
の
平
均
値

乳
幼
児
健
診（
9か
月
、1
歳
6か
月
、3
歳
）で
、左
記
の

5項
目
を
含
め
子
育
て
に
関
す
る
満
足
度
を
調
査

（
3）

様
々
な
子
育
て
支
援
施
策
が
充
実
し
て
い
る
か
を
総

合
的
に
評
価
で
き
る
指
標
で
あ
る
。

5項
目
⇒「
妊
娠
、出
産
、健
康
づ
く
り
」「
子
育
て
相
談
」

「
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」「
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

「
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信
」

増
加
を
め
ざ
す
。

ー
増
加

乳
幼
児
健
康
診
査
実
施
状
況

3歳
児
健
康
診
査
受
診
率

乳
幼
児
の
病
気
の
予
防
と
早
期
発
見
及
び
健
康
の

保
持
・
増
進
の
た
め
、受
診
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。

医
療
機
関
等
で
の
個
別
対
応
者
等
が
3%
程
度
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
者
を
除
く
全
て
の
対
象

者
が
受
診
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

96
.3
%（
Ｈ
22
）

97
.0
%

87
.7
%（
Ｈ
23
）

90
%

（
1）

基 本 計 画 各 論

学 校 教 育 の 充 実【1
7】 地 域 ぐ る み の 子 育 て【1
8】乳 幼 児 期 の 子 育 て【1
6】低 炭 素 社 会【1
5】

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

「
読
書
が
好
き
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

読
書
活
動
の
充
実
は
、子
ど
も
の
こ
と
ば
の
力
を
高

め
、豊
か
な
感
性
を
育
む
。学
校
や
園
で
の
読
書
活

動
の
充
実
と
と
も
に「
さ
ん
だ
子
ど
も
読
書
の
日
」の

取
り
組
み
の
推
進
を
含
め
、子
ど
も
の
読
書
意
欲
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
H
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
6：
69
.2
％

中
3：
62
.8
％

（
H
22
）

小
6：
73
.0
％

中
3：
68
.0
％

「
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
」と

答
え
る
子
ど
も
の
割
合

（
2）

（
3）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
小
６
・
中
３
対
象
）

「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
の
推
進
に
よ
り
、自
尊
感

情
や
他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
。児
童
生
徒
の
意
識
の
把
握
は
重
要
な
指

標
で
あ
る
。

小
学
校
は
現
状
以
上
、中
学
校
に
お
い
て
は
H
22
年

度
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
6：
95
.3
％

中
3：
90
.9
％

（
H
22
）

小
6：
96
.0
％

中
3：
93
.0
％

「
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
好
き
」

と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

児
童
生
徒
体
力
・
運
動
能
力
調
査（
小
５
・
中
２
対
象
）

子
ど
も
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
減
少

し
、体
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。学
校
や
園
・

家
庭
・
地
域
に
お
い
て
運
動
好
き
の
子
ど
も
を
増
や

す
取
り
組
み
を
進
め
、そ
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
Ｈ
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
・
中
学
校
に
お
い
て
H
22
年
度
全
国
平
均
を
上
回

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

小
5：
79
.0
％

中
2：
62
.5
％

（
H
23
）

小
5：
90
.0
％

中
2：
84
.0
％

小
6：
89
.3
％

中
3：
81
.0
％

（
H
22
）

小
6：
90
.0
％

中
3：
84
.0
％

（
1）

多
世
代
交
流
館（
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
）、
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
駅
前
子
育
て
交
流
ひ
ろ

ば
利
用
状
況

多
世
代
交
流
館
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
・

駅
前
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
・
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数

三
田
市
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
で
あ
り
、そ
の
利

用
者
数
の
増
加
は
子
育
て
支
援
施
策
が
よ
り
多
く
の

子
育
て
家
庭
に
広
が
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

増
加
を
め
ざ
す
。

95
,6
28
人（
Ｈ
23
）

10
8,
00
0人

（
2）

「
近
所
の
人
に
会
っ
た
と
き
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
る
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、子
ど
も

と
地
域
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
の

把
握
は
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

（
1）

実
施
ア
ン
ケ
ー
ト

地
域
の
協
力
を
得
て
行
う
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に

お
い
て
、生
徒
の
充
実
度
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
標

と
す
る
。

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
は
充
実
し
て

い
た
」と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合

地
域
に
あ
る
事
業
所
で
生
徒
が
様
々
な
社
会
活
動

を
体
験
す
る
こ
と
で
、人
生
観
や
社
会
観
が
培
わ
れ
、

そ
の
充
実
度
は
有
力
な
指
標
と
な
る
。

（
3）

年
度
末
の
実
績
報
告

H
28
年
度
は
40
日
以
上
開
催
が
8校
区
、8
0日
以
上

開
催
が
2校
区
を
め
ざ
す
。

H
22
年
度
実
績（
24
,2
13
人
）、
小
学
生
児
童
の
減
少

率
か
ら
利
用
児
童
数
を
算
出
。

8小
学
校

21
,7
42
人

（
H
23
）

10
小
学
校

25
,2
00
人

放
課
後
子
ど
も
教
室
実
施
学
校
数
・
利

用
児
童
数（
延
べ
）

子
ど
も
が
様
々
な
活
動
、学
び
を
経
験
し
、成
長
し
て

い
く
機
会
と
し
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、実
施

校
区
を
広
げ
利
用
児
童
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

（
2）

太
陽
光
発
電
普
及
率

家
庭
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が
、資
源
の
有

効
利
用
の
指
標
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。

関
西
電
力 （
株
）へ
の
一
般
家
庭
売
電
件
数

普
及
率
=
一
般
家
庭
売
電
件
数
／
世
帯
数

太
陽
光
普
及
率
の
増
加

3.
1％
（
Ｈ
22
）

5.
5％

（
1）

目
標
値（
H
28
）

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

目
標

値
の

考
え

方

代
表
的
な
生
涯
学
習
施
設（
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
・
ウ
ッ
デ
ィ
タ
ウ
ン
市
民
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
）の
利
用
者
数

文
化
財
施
設（
ふ
る
さ
と
学
習
館
、旧
九
鬼
家
住
宅

資
料
館
、三
輪
明
神
窯
史
跡
園
）年
間
入
場
者
数

３
施
設
ト
ー
タ
ル
の
年
間
利
用
者
数

文
化
財
施
設
入
場
者
数

取
り
組
み
目
標
と
し
て
歴
史
学
習
や
郷
土
学
習
の
場

な
ど
を
充
実
し
、活
用
す
る
と
掲
げ
て
お
り
重
要
な

指
標
と
な
る
。

17
,5
07
人（
Ｈ
23
）

25
,0
00
人

（
2）

基 本 計 画 各 論

地 域 経 済 の 活 性 化

【2
3】生 涯 学 習 、 歴 史 の 継 承 と 文 化 の 創 造【1
9】 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン

【2
0】 多 様 な 交 流 観 光 の 創 出

【2
2】土 地 利 用【2
1】

毎
年
実
施
の
ク
ラ
ブ
活
動
状
況
調
査
を
も
と
に
算
出

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
会
員
数
の
割
合

三
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
、ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は
、市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興

す
る
た
め
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
た
め
。

三
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
見
直
し
前
に
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

国
・
県
等
も
用
い
る
重
要
な
指
標
で
あ
る
。

将
来
的
に
市
の
全
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、計

画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
人
口
密
度
の

増
加
を
目
標
と
す
る
。

市
街
化
区
域
内
で
の
計
画
的
な
土
地
利
用
を
判
断

出
来
る
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

（
1）

市
街
化
区
域
人
口
密
度

（
1）

週
1回
以
上
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
人
の
割
合

（
2）

年
間
図
書
貸
出
冊
数

三
田
市
統
計
書

市
内
図
書
館
の
図
書
貸
出
冊
数

図
書
館
は
、社
会
教
育
施
設
の
中
で
も
利
用
度
が
高

く
、地
域
の「
知
の
拠
点
」と
言
わ
れ
る
欠
か
せ
な
い

施
設
で
あ
る
た
め
。

1,
22
9,
03
0冊

（
Ｈ
23
）

1,
26
0,
00
0冊

57
.1人

／
ha

（
Ｈ
22
）

増
加

（
3）

市
内
の
代
表
的
な
生
涯
学
習
施
設
の
利
用
者
数
は
、把

握
可
能
な
生
涯
学
習
に
関
す
る
指
標
と
な
り
得
る
た
め
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

12
.2
8%
（
Ｈ
23
）

増
加

増
加
を
め
ざ
す
。

36
.8
%（
Ｈ
23
）

増
加

観
光
振
興
の
状
況
を
示
す
指
標

3,
53
6千
人

（
Ｈ
22
）

4,
00
0千
人

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

毎
年
増
加
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

商
工
観
光
振
興
課
集
計

観
光
客
入
り
込
み
客
数

（
1）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

40
5,
04
3人

（
Ｈ
23
）

45
7,
00
0人

（
1）

目
標
値（
H
28
）

三
田
駅
周
辺
市
街
地
の
観
光
振
興
の
状
況
を
示
す

指
標

85
5人
（
Ｈ
23
）

1,
00
0人

さ
ん
だ
観
光
ガ
イ
ド
の
利
用
者
数

さ
ん
だ
観
光
ガ
イ
ド
利
用
者
数

（
2）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

市
内
の
雇
用
状
況
を
示
す
指
標

37
,3
56
人（
Ｈ
21
）

39
,0
00
人

三
田
市
統
計
書

市
内
民
営
事
業
所
従
業
者
数

（
2）

北
摂
三
田
第
二
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
も
含
め
て
増
加
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
す
る
。

観
光
振
興
の
状
況
を
示
す
指
標

13
,9
27
件（
Ｈ
22
）

27
,0
00
件

総
合
案
内
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数

観
光
案
内
件
数

（
3）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

雇
用
状
況
を
示
す
指
標

0.
31
倍（
Ｈ
23
）

0.
50
倍

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
４
月
）

有
効
求
人
倍
率

（
1）

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

市
内
工
業
の
状
況
の
判
断
指
標
と
な
る
。毎
年
実
施

さ
れ
る
工
業
統
計
で
把
握
可
能
。

4,
42
5億
円（
Ｈ
22
）

増
加

工
業
統
計

製
造
出
荷
額（
4人
以
上
の
事
業
所
）

（
3）

増
加
を
め
ざ
す
。

参考資料
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参
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［部門別計画］

まちづくりを進めるにあたっては、総合計画及び各部門別計画を一体的に捉え、計画的にまちづくりを進めます。総合計画と部門別
計画は、相互に補完・連携の関係にあり、部門別計画では、市が行う取り組みを具体的に定めています。

名　　　　　　称

新たな市民生活交通
導入検討指針（P89）

新たな市民生活交通を必要とする場合に、地域（利用者）が主体となって計画し、事業者や行政の支援を受けて、三者が
協働で継続的な運営・運行ができるよう導入検討のルールをまとめたもの。

　　　名　　　　　　称　　　

一般廃棄物処理基本
計画・実施計画（P69）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、循環型社会の形成を目指し、ごみの発生から最終処分に至るまでの発
生・排出抑制と適正処理を進めるため、必要となる基本的な考え方や方向性を定めたもの。

ごみ減量化・資源化計画（新・
さんだスリムビジョン）（P69）

循環型社会の構築を目指し、市民・事業者・行政による「発生抑制（Reduce）」「再使用（Reuse）」「再生利用（Recycle）」
の3Ｒを推進するために取り組むべき目標と施策を定めた計画。

市民活動支援基本指針
（P39,95）

市民と行政の「協働のまちづくり」をすすめるため、自主的、自発的、自律的な市民活動の活性化をめざし、行政として支
援する基本的な考え方を示した指針。

消防計画（P45,51） 災害の発生の防止、災害発生時における被害を軽減するための適切な行動規範について定めたもの。消防力等の整備、
教育訓練、災害予防等の計画について規定している。

新型インフルエンザ
対策行動計画（P49）

新型インフルエンザ発生時において感染拡大を可能な限り抑制し、健康被害を最小限にとどめるとともに、社会・経済
を破綻に至らせないために、三田市が取り組む危機管理対策の基本を定めた計画。

新市街地景観計画
（P63）

景観が住宅地の魅力と競争力の源泉となり、多くの人々を惹きつけ、まちが持続的に発展していくことを目的として、良
好な街並みの保全に向けた景観形成基準や届出に関する手続等を定めた計画。本計画の対象区域は、フラワータウン
地区、ウッディタウン地区、カルチャータウン地区、友が丘地区、つつじが丘地区、テクノパーク地区。

次世代育成支援地域
行動計画※

（P41,73,75,77）

「子どもの夢と未来が輝くまち さんだ」を基本理念とし、三田市における次世代育成支援の方向性や目標及び具体的な
施策・事業を示す計画。「すべての子育て家庭への支援が充実したまち」、「地域で子どもと共に育ちあうまち」、「次代を
担う子どもがたくましく育つまち」、「子どもを生み育てることに安心感をもてるまち」を基本目標としている。

障害福祉計画（P57） 「三田市第4次障害者福祉基本計画」のもと、障害福祉サービス、相談支援、地域生活支援事業の提供体制の確保に関する計画。

貸館等使用料の減免に関
する基本的な方針（P95）

施設間で均衡が取れていなかった貸館及び体育施設に係る使用料の減免・加算について、適正化を図ることを目的に、
市としての基本的な方針を示したもの。

公営住宅再生マス
タープラン（P61）

社会経済情勢の変化や将来展望、市民ニーズの動向、行財政状況などを勘案し、市営住宅や改良住宅の今後の活用方
針や事業スケジュールなどについて定めたもの。

公共施設景観形成指針
（P63）

市をはじめ国の機関や県及び公共的団体が行う公共施設の整備、大規模修繕等の実施にあたって、良好な景観形成を
図ることを推奨するもの。市全域を対象とし、道路や公園、公共建築物等の施設別に景観形成指針を定めている。

交通安全計画（P43） 交通事故のない安全で安心して暮らせる三田を目指し、陸上交通（道路交通、鉄道交通）の安全に関する施策の大綱を
定めるもの。

高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画※

（P39,41,53,55,61）

「みんながともに輝き、安心して生活できるまち・三田」を基本理念とし、高齢者を対象とした保健・福祉施策及び介護保険
事業を包含した計画。「生涯現役ですごすことができるまちづくり」、「住み慣れた地域で安心して生活できるまちづくり」、
「地域みんなで支え合い、ふれあうまちづくり」、「安全で快適な暮らしやすいまちづくり」を基本目標として掲げている。

環 境 基 本 計 画 ※

（P65,67,69,71）

三田市環境基本条例に基づき、環境の保全と創造に関する取り組みを総合的かつ計画的に推進するため策定した計
画。市民・事業者・行政のパートナーシップのもと、よりよい環境づくりを目指している。

国民保護計画（P45） 武力攻撃事態等から市民の生命、身体及び財産を保護し、市民生活や市民経済への影響が最小となるよう、住民の避
難、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対処などの保護措置を的確かつ迅速に実施することを目的とする計画。「平
素からの備えや予防」、「武力攻撃事態等への対応」、「復旧」、「緊急対処事態への対応」について定めている。

在住外国人教育基本
方針（P41）

三田市に在住するすべての市民が、それぞれの民族の誇りと希望をもって共に生きる社会の実現を目指すために、また、
この基本方針の目的を達成するために、教育行政・学校・園教育・社会教育のそれぞれが取り組むべき具体的施策等を
示している。

市民病院経営健全化
計画（P51）

市民病院運営の今後の進むべき基本的な方向性を定め、そのための基盤となる経営の効率化やふさわしい経営形態に
ついてまとめた計画。この計画の遂行により、地域の中核病院として安心、納得、暖かい心のこもった医療を提供し、地
域住民の支えとなる病院を目指す。

障害者福祉基本計画※

（P41,57）

“みんなでつくる「ともに暮らし、ともに輝くまち」さんだ”を基本理念とし、三田市の障害者福祉の方向性や目標、具体
的な取り組みを示す計画。「互いに理解し、関わりあうまち」、「地域で安心して生活できるまち」、「自分らしく学び、活動
できるまち」、「安全で快適なバリアフリーのまち」を基本目標として掲げている。

教育振興基本計画（さ
んだっ子かがやき教育
プラン）※（P73,75,77）

教育基本法に基づき、市の教育の振興に必要な施策を総合的・計画的に推進するため策定した基本計画。「子どもの夢と
未来が輝くまち さんだ」を基本理念に掲げるとともに、「自分が好き、人が好き、このまちが好き、夢に向かって歩むさん
だっ子」をめざす子ども像とし、学校教育を中心に子どもの教育に関わる家庭、地域を含めた取り組みを盛り込んでいる。

健康さんだ21計画
（P49,55,73）

市民のライフステージごとの健康づくりにおける健康目標とこれに向けた具体的な行動目標、家族・地域、関係機関・市
の各取り組み等を示した計画。これにより、市全体で市民の健康生活を支え、誰もが手軽に健康づくりができる「健康
生活推進のまち さんだ」の実現を目指す。

（50音順。表中の「※」は、議会の議決が必要な計画を示しています。）

参考資料

指
標

と
す

る
理

由
算

出
方

法
・
算

出
根

拠
現

在
値

成
果

指
標

等
取
り
組
み

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
台
数

毎
年
の
導
入
実
績

三
田
市
統
計
書

（
1）

公
共
交
通
１
日
平
均
利
用
者
数（
神
姫

バ
ス
、阪
急
田
園
バ
ス
）

（
2）

導
入
台
数
は
、公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図

ら
れ
て
い
る
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

目
標

値
の

考
え

方

市
内
で
運
行
し
て
い
る
バ
ス
車
両
の
約
半
数
が
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
に
切
り
替
わ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

37
台（
H
22
）

43
台

市
民
一
人
当
た
り
地
方
債
残
高（
立
替

施
行
含
む
）

普
通
会
計
債
務
残
高
／
全
人
口

（
1）

誰
も
が
家
計
に
置
き
換
え
た
場
合
に
実
感
が
わ
き
や

す
い
実
額（
地
方
債
残
高
）を
目
標
値
と
し
て
設
定

地
方
債
及
び
立
替
施
行
の
年
間
償
還
額
を
市
税
収

入
の
30
%
程
度
に
抑
え
る
。

46
4,
00
0円

（
Ｈ
22
）

35
0,
00
0円

公
共
交
通
の
利
用
状
況
を
判
断
で
き
る
有
力
な
指

標
で
あ
る
。

将
来
的
に
人
口
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、利
用
促
進
を

図
る
こ
と
で
現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

14
,2
91
人（
Ｈ
22
）

現
状
維
持

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
兵
庫
県
統
計
表

農
業
経
営
体
の
耕
地
面
積

農
用
地
を
農
業
生
産
基
盤
と
し
て
保
全
・
活
用
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
指
標

現
状
維
持
を
目
標
と
す
る
。

17
7,9
48
a（
Ｈ
22
）

現
状
維
持

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
／市
内
農
家
戸
数

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
化
率

地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略（
見
え
る
）目
標

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

9.
9%
（
Ｈ
23
）

14
%

（
1）

（
3）

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
現
在
の
三
田
市
で
は
、市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。」

①
思
う
②
ま
あ
そ
う
思
う
③
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

④
思
わ
な
い

①
又
は
②
と
回
答
し
た
人
の
割
合

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
三
田
市
役
所
は
ど
の
程
度
信
頼
で
き
ま
す
か
。」
 

①
信
頼
で
き
る
②
ま
あ
信
頼
で
き
る
③
あ
ま
り
信
頼

で
き
な
い
④
信
頼
で
き
な
い

①
又
は
②
と
回
答
し
た
人
の
割
合

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
め
て
い
る
と
思
う
人
の

割
合

協
働
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
実
感
は
協
働

の
成
否
を
は
か
る
有
力
な
指
標
で
あ
る
。

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

45
.5
%（
Ｈ
22
）

50
%

（
2）

基 本 計 画 各 論 ま ち づ く り の 進 め 方

交 通 ネ ッ ト ワ ー ク

【2
4】 農 業 振 興

【2
5】 行 政 運 営【
1】 協 働【
2】

普
通
会
計
職
員
数
／
住
基
人
口
×
千
人

人
口
千
人
当
た
り
職
員
数（
普
通
会
計
）

職
員
、組
織
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る
た
め
の
数
値
と
し
て
設
定

職
員
数
の
適
正
化
を
図
る
。

6.
0人
（
Ｈ
24
）

5.
9人

（
2）

市
役
所
の
信
頼
度

行
政
運
営
の
取
り
組
み
目
標
の
達
成
度

「
信
頼
で
き
る
」「
ま
あ
信
頼
で
き
る
」と
感
じ
る
市
民

の
割
合
を
増
加
さ
せ
る
。

73
.8
%（
Ｈ
22
）

77
%

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
。

「
三
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
程
度
関
心
が
あ
り
ま
す
か
。」

①
非
常
に
関
心
が
あ
る
②
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る

③
あ
ま
り
関
心
が
な
い
④
全
く
関
心
が
な
い

①
又
は
②
と
回
答
し
た
人
の
割
合

三
田
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
度

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
度
は
、協
働
が
な
さ
れ
る
た
め

の
重
要
な
前
提
で
あ
る
。

増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

74
.4
%（
Ｈ
22
）

80
%

（
3）

（
1）

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲

「
パ
ス
カ
ル
さ
ん
だ
」で
の
地
場
農
産
物

販
売
額

市
内
農
産
物
販
売
の
拠
点
施
設
で
あ
る
。

毎
年
前
年
比
増
を
目
標
と
す
る
。

46
7,
84
0千
円

（
Ｈ
23
）

48
2,
00
0千
円

（
2）

目
標
値（
H
28
）
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